
令和 6年度 第 2回 地域密着型通所介護運営推進会議 

 

施 設 名：ＮＰＯ法人たすけあい平田デイサービスセンターさわやか  

日    時：令和 7 年 3 月 26日（水）13：30～14：30 

場    所：ＮＰＯ法人たすけあい平田 2階 

 

1 開会 

2 理事長 挨拶 

3 委員、職員自己紹介 

 

4利用者状況（令和 6年 10月～令和 7年 3月） 

・１日の平均利用者数 15名（１日定員 18名） 

・新規利用者         3名（男性 0名 女性  3名） 

・退所者           4名  

退所理由 

〇入院中に病院で転倒され大腿骨骨折で手術となり、その後、院内でコロナ感染、イ

ンフルエンザ感染され２月末に退院されたが、通所系のサービスは難しいと判断

され在宅にて医療系と訪問看護のサービスを受けられることになった。 

〇独居の方で在宅生活が困難になり施設入所となった。 

〇高齢（103才）のため他の施設利用となった。 

〇自宅で不慮の事故により死去された。 

・最高年齢 女性 100歳  ２名  

・最少年齢 女性  77歳 1名 

  ・地区別登録人数（順不同）合計 36名   

平田    10 灘分    7  国富      7  久多美   2  桧山    3 

西田    0  北浜      0  東      4  佐香    2  伊野    0  

鰐淵    0  原鹿      1     

・介護度別登録人数           合計 36名 

 要支援 1 要支援 2 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 暫定 

男性 0 0 1 1 1 1 0 0 

女性 2 2 7 9 9 2 0 1 

 計 2 2 8 10 10 3 0 1 

 



5職員配置状況 （令和 7年 3月現在）単位：名 

センター長 1（非常勤兼務） 調理員・調理補助員 4（非常勤専従 4） 

管理者 1（常勤兼務） その他（協力会員） 1 

生活相談員 4（（常勤兼務 3，非常

勤兼務 1） 

  

介護職員 10（（常勤専従 3，常勤

兼務 3，非常勤専従 3，

非常勤兼務 1） 

  

看護職員 5（（非常勤専従 2非常

勤兼務 3） 

  

機能訓練指導員 3（非常勤兼務 3）   

6 職員研修について 

 （1）内部研修（BCP研修含む） 

・令和６年度第 2回 入浴についての研修（1/14、15，17，21）全職員 

・令和 6年度第 2回高齢者虐待に関する研修（2/11、24， 25、27）全職員 

    ・令和６年度第 1回感染症予防及びまん延防止の研修（2/13、17，19）全職員 

・令和 6 年度第 2 回避難訓練及び垂直避難訓練（  2/10）利用者 16 名、職員 12

名 

（2）外部研修 

    ・認知症介護基礎研修（Web参加）1名 

    ・高齢者虐待研修 （Web参加）1名 

    ・令和 6年度 出雲市介護保険サービス事業者集団指導（Ｗｅｂ参加）2名 

    ・市社協評議員会出席 3/25 １名 

7 活動報告について（資料参照） 

   ・令和 6年 10月～令和 7年 3月の活動報告 

    ・BCPへの取り組み 

    ・令和 6年度第 2回 火災避難訓練及び垂直避難訓練 

      ・満足度アンケート（別紙） 

8 今後の活動計画について 

     ・4月 花見ドライブ、桜餅作り 

・5月 鯉のぼり作り、生け花 

・６月 笹巻作り、避難訓練 



     ・７月 七夕飾り作り、七夕会 

・８月 釣りゲーム大会 

・９月 敬老会、壁画作り 

9 その他 

・さわやか通信発行 

10  質疑応答 

①出雲市役所高齢者福祉課 

Ｑ：避難訓練の報告では、スムーズに利用者様含め避難を完了されたとのことで素晴らしい

ことだと思う。今回の避難訓練は事前に利用者様にお話をされたうえで実施されたのでし

ょうか。 

 

デイサービスセンターさわやか：センター長 

Ａ：はい、事前にお話しをしています。訓練を行う上で、それが事故や怪我に繋がることに

ならないよう配慮をしています。 

 

出雲市役所高齢者福祉課 

Ｑ：怪我などもしてはいけないと思うが、一度くらい、事前通知なく行われてみてはどうか。 

 

デイサービスセンターさわやか：防災担当 

Ａ：消防の方からも、火災場所を知らせない、担当も決めていない状態での訓練を行っては

どうかとご意見もいただいています。安全を考慮したうえで前向きに検討したいと思いま

す。 

 

②国富地区民生児童委員会長 

Ｑ：垂直避難は、実際に災害があり避難するとき、どれだけの人数を想定の対象としていま

すか。 

 

デイサービスセンターさわやか：センター長 

A：その日のご利用者様によって異なりますが、大体に 3～4人程度を想定としています。 

 

家族様代表 

母がこの垂直避難訓練に参加させていただきました。本人も初めての体験でしたが楽しか

った、勉強になったと家でも話してくれました。季節のイベントやお食事が出て、いつも楽

しみに通所させていただいているようで、家族としてもうれしく思います。 



 

③国富地区民生児童委員会副会長 

Ｑ：インフルエンザが流行っているが、職員が罹患した際、休む期間は決まっていますか。 

 

デイサービスセンターさわやか：センター長 

Ａ：さわやかでは、コロナ禍から感染対策として消毒、体温測定、換気など変わらず行って

います。その中で、コロナ禍以前に徐々に体制も移行している所もあり、休職期間はコロナ

禍以前を目安に設けています。 

④国富地区コミュニティーセンター：センター長 

Ｑ：利用者様、特に独居の方にも消火器の使用訓練に参加してみてもらってはどうか。また、

利用者様が普段家族様と災害についてどのような話をしておられるか聞いてみられるのも

良いかと思います。 

 

デイサービスセンターさわやか：センター長 

Ａ：今回の避難訓練では、風が強いことや寒さの為利用者様の消火器の使用訓練への参加は

見送りとなりましたが、可能な環境であれば、参加していただいています。 

消防の方からもお話しがありましたが、高齢者の方が火災にあった時、一番に大事なのは消

火することよりも、その場からできるだけ早く逃げる事が優先だとのことでした。 

 

Ｑ：利用者様の平均年齢はどのくらいですか。 

 

デイサービスセンターさわやか：センター長 

Ａ：大体 84～86 歳くらいだと思われます。 


